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（1）　第 74 号 屋代高校同窓会報　「鳩」

創立100周年に向け事業案を承認
定期総会に代わり「オンライン対談」

「
頑
張
れ
、屋
高
生
！
前
へ
」

The People of the Year　
「今年度活躍した人」賞に７氏、生徒３名

卒業回期 候補者名
（敬称略） 現職等 備　　考

中18回 南澤　道人
（93歳）

曹洞宗管長、大本山永平
寺貫首

曹洞宗の管長、大本山永平寺（1244年創建）の最高位で
ある貫首に就任（令和３年１月）。前任は、永平寺副貫
首・札幌中央寺住職。

中21回 北野　　進
（91歳）

技術史研究家、元岩村田
高校長

『安曇野の産業遺産』、『信州独創の軌跡』（信濃毎日新聞
社）等で、千曲市の千代田製作所（現・サクラ精機）を
はじめ、ユニークな企業の「ものづくりの原点」を著す。

高８回 児島　保彦
（83歳） 経営コンサルタント

コロナ禍の非常時にあたり、「非常事態に絶対負けない
経営」（同友館）を出版。「99％失敗する意識改革も、今
なら99％成功する」など、メリハリのある話題が好評。

高31回 櫻田　大造
（59歳）

関西学院大学教授（国際関係論）
（大阪大学）博士

大学入試英語の変革期にあたり、「私の英語学習法」を
「第17回屋高フォーラム」で誌上講演。

高37回 跡部　　隆
（54歳）

JAXA宇宙航空研究開発機構
博士（理学）

JAXAのハブマネジャー（Hub-manager）として、「は
やぶさ２」の小惑星への探査計画の成功に貢献（カプセ
ル回収隊をサポート）。

高66回 曽根　務史
（25歳）

名古屋大学大学院工学研究科
（核酸化学）修了

ガン化する細胞の測定方法として、生命分子化学分野の
方法（人工核酸SNA）を用いる研究の業績。

屋代高校
関係

勝野麻理子 保健体育科教諭
女子バレーボール班顧問

女子バレーボールの指導者として、昭和56年（1981年）
の創部以来初の県大会出場に導く（県選手権と新人戦に
連続）。ご自身も高校でインターハイ出場、筑波大やユ
ニバシアード・エドモントン大会（1983年）でも活躍。

松本　瞳子 ３年４組
（女子ハンドボール班員）

中学時代の研究を継続し、長野県では「横断歩道で車が
止まってくれる割合」が88％であることを県民性と関係
づけて発表し、全国的な関心を呼ぶ。

大曾根司昂 ２年１組
「鉱石を用いたラジオ検波の最適条件の研究」で県学生
科学賞を獲得し、全国審査に（L3.1月現）。「コロナ」で
休校が続く中、自力の研究を深化させる。

六川　歩美 女子ハンドボール班員
（１年１組）

日本代表チームの登竜門といわれる、日本ハンドボール
協会「ナショナル・トレーニング・アカデミー」に選抜さ
れる。全国で１６名、北信越から５名。

百
周
年
記
念
史
編
纂
委
員
会
開
か
れ
る

　

令
和
２
年
９
月
６
日（
日
）、同
窓
会
館
鳩
陵
ホ
ー
ル
に
於

い
て
、第
一
回
編
纂
委
員
会
が
開
か
れ
た
。出
席
し
た
委
員

は
本
部
役
員
を
含
め
21
名
。80
周
年
以
降
90
周
年
ま
で
の
グ

ル
ー
プ
と
、
そ
れ
以
降
１
０
０
周
年
ま
で
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、編
集
の
基
本
方
針
の
確
認
と
、作
業
分
担
に
つい
て
熱

心
な
検
討
が
な
さ
れ
た
。

『100年史』の編纂に着手
野球、吹奏楽班など、記念イベントの開催を検討

　

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
を
迎

え
、
会
員
皆
様
に
は
ご
清
祥
の
段
、

心
よ
り
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
母
校
の
た
め
に
格
別
な
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
折
し
も
、

南
澤
道
人
氏
（
中
学
18
回
、
93

歳
）
が
曹
洞
宗
最
高
位
の
管
長
、

並
び
に
大
本
山
永
平
寺
（
１
２
４
４

年
創
建
）
の
貫
首
に
就
任
さ
れ
た
こ

と
が
、
報
道
で
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
非
常
時
に
あ
た

り
、
曹
洞
宗
管
長
の
お
考
え
に
関

心
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

幸
い
に
も
ご
見
解
を
拝
聴
す
る
機
会

に
恵
ま
れ
ま
し
た（
電
話
談
）。「
地

球
の
大
地
か
ら
宇
宙
に
至
る
ま
で
、

す
べ
て
の
生
命
が
生
き
て
い
る
と
い
う

自
覚
の
中
で
、
自
分
も
他
人
も
互
い

を
尊
び
、
一
人
一
人
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
、
し
っ
か
り
生
き
て
い
こ
う
。」

と
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
武
漢
の
風
土
病
で

終
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
負
の
遺
産
と
も
言
う
べ
き
も
の

で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
代
は
新
興

感
染
症
が
出
現
し
や
す
い
状
況
に
あ

り
、
同
時
に
そ
の
対
応
が
自
国
優
先

に
な
り
が
ち
な
現
況
も
あ
り
ま
す

が
、
国
際
協
力
が
最
善
の
解
決
策
で

あ
る
と
、
南
澤
道
人
氏
は
指
摘
さ

れ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

◆

　

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作

先
生
（
母
校
勤
務
：
大
正
12
年
・

１
９
２
３
年
～
昭
和
30
年
・

１
９
５
５
年
）
に
つ
い
て
書
か
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は
、

坂
城
支
部
総
会
（
平
成
30
年
５

月
）と
上
田
支
部
総
会（
令
和
元

年
７
月
）で
お
聞
し
た
お
話
で
す
。

　

中
沢
巳
木
氏
（
高
４
回
・
坂
城

支
部
）
は
、「
現
在
、
葡
萄
２
反

歩
と
バ
ラ
を
作
って
い
る
が
、
農
学

校
で
学
ば
な
か
っ
た
自
分
に
こ
れ
が

で
き
る
の
は
、
長
谷
川
先
生
か
ら

生
物
学
の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
か
ら
」
と
述
懐
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
岡
沢
今
朝

仁
氏
（
高
６
回
・
前
上
田
支
部

長
、
令
和
２
年
８
月
ご
逝
去
）

は
、
在
学
中
ご
自
宅
庭
の
ケ
ヤ
キ

の
木
に
産
ん
だ
鳩
の
卵
を
持
っ
て

長
谷
川
先
生
の
と
こ
ろ
に
赴
く

と
、
先
生
は
「
鳩
の
ヒ
ナ
を
育
て

る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
も
し

君
が
育
て
ら
れ
た
ら
生
物
の
評
価

点
５
点
を
あ
げ
よ
う
。」
と
言
わ

れ
、
同
時
に
「
鳩
の
餌
は
ヒ
ト
の

唾
液
を
混
ぜ
て
与
え
る
よ
う
に
」

と
指
導
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

生
徒
会
誌
『
こ
と
だ
ま
』（
昭
和

８
年
刊
）
の
中
で
も
、
長
谷
川
先

生
は
「
親
鳩
の
胃
中
か
ら
出
る
消

化
液
は
、
ヒ
ト
の
唾
液
で
も
代
わ

り
に
な
る
」
と
記
述
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

◆

　

新
型
肺
炎
感
染
で
予
断
の
許
さ

な
い
状
況
の
中
、会
員
皆
様
の
切
な

る
ご
健
勝
、益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈

り
し
て
、ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
人
と
人
と
の
繋
が
り
の
中
で
し
っ
か
り
生
き
て
い
こ
う
」（
南
澤
道
人
貫
首
）

教
育
者
と
し
て
の
長
谷
川
五
作
先
生
（
そ
の
十
）

�

会　

長　

赤　

地　

憲　

一
（
高
17
回
）

【
お
詫
び
】

73
号
の
「
春
の
叙
勲
」

に
関
す
る
記
事
の
中
で
、

鳥
羽
榮
治
様
の
表
記
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

心
よ
り
お
詫
び
申
上
げ

訂
正
致
し
ま
す
。

令
和
２
年
度

「
マ
リ
ー
メ
イ
ト
鳩
の
会
」

�

副
会
長　
高
山
吉
富
（
高
19
回
）

　

今
年
の
春
に
は
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
不
安
が一気
に
高
ま

り
、
５
月
の
開
催
は
中
止
と
し
た
。

夏
場
、感
染
状
況
が
少
し
落
ち
着
き

を
見
せ
て
い
た
が
世
間
で
は
様
々
な
こ

と
が
自
粛
ム
ー
ド
の
あ
る
中
、親
御
さ

ん
か
ら
の
切
実
な
思
い
を
感
じ
、９
月

の
鳩
の
会
は
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

再
び
第
三
波
感
染
拡
大
の
ニュ
ー
ス
が

拡
が
って
き
て
い
る
が
、
12
月
末
時
点

で
は
２
月
の
マ
リ
ー
メ
ー
ト
鳩
の
会
は

実
施
予
定
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
で
も
明
る
い
ニュ
ー
ス
は

会
員
の
中
か
ら
一
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
し
た
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、
二

組
、
三
組
目
の
誕
生
を
期
待
し
た

い
。

【
第
二
回
９
月
２
７
日
実
施
】

参
加　

12
組　

17
名
（
夫
婦
の
方

５
組
）

当
該
本
人　

男
８
名　

女
６
名

◯
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

当
日
、
写
真
・
身
上
書
を
複
数
の

方
と
交
換
し
た
。
22
組

▼�

何
人
の
方
と
お
会
い
し
ま
し
た
か
。

・
３
名
と�

３
組

・
２
名
と�

７
組

・
１
名
と�

７
組

・
会
わ
な
か
っ
た�

８
組

▼
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
か
。

・
い
る�

４
組

・
い
な
い�

17
組

・
子
に
任
せ
て
い
る�

４
組

　
「
マ
リ
ー
メ
イ
ト
鳩
の
会
」
で
は
、

大
勢
の
方
に
ご
参
加
頂
く
こ
と
に
よっ

て
良
い
出
会
い
が
生
ま
れ
ま
す
。
一年

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
す
。
先

ず
親
御
さ
ん
が
動
い
て
く
だ
さ
い
。

親
戚
や
知
人
で
息
子
や
娘
さ
ん
の
結

婚
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
に
も
お
話

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
今
年
度
の
予

定
は
別
掲（
第
４
面
）の
通
り
で
す
）

永
平
寺
貫
首
に

南
澤
道
人
氏（
中
18
回
）

　

曹
洞
宗
大
本
山
・
永
平
寺
の
最

高
位
で
あ
る
貫
首
に
、
旧
制
中
第

18
回
の
南
澤
道
人
氏
（
93
歳
）
が

就
任
さ
れ
た
。
祝
意
と
し
て
同
窓

会
よ
り
祝
電
を
差
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、
下
記
の
よ
う
な
ご
丁
重
な
る

ご
書
面
と
共
に
、九
谷
焼
茶
碗
（
写

真
）を
ご
恵
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謹
言

　
　

大
本
山
永
平
寺
不
老
閣

　

福
山
諦
法
大
禅
師
猊
下
の
御
退
董
に

よ
り
、
拙
衲
浅
学
非
才
に
も
か
か
わ
ら

ず
本
山
八
十
世
の
猊
座
を
汚
す
こ
と
と

な
り
、
誠
に
僭
越
の
至
り
と
慙
愧
に
堪

え
ま
せ
ん
。
然
し
乍
ら
任
に
当
た
っ
て

他
に
譲
り
難
し
と
の
お
示
し
も
あ
り
、

老
残
の
身
を
も
っ
て
入
山
致
し
ま
し
た

か
ら
に
は一日
た
り
と
い
え
ど
も
命
の
限

り
努
め
て
参
ら
ね
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る

こ
と
と
恐
縮
に
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ

ろ
し
く
御
教
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
入
山
の
記
念
に
粗
品
で
す
が
ご

笑
納
下
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
、
寿

の
字
は
不
老
閣
に
あ
や
か
り
命
長
し
の

意
を
込
め
、
皆
様
の
ご
多
祥
を
お
祈
り

し
て
書
き
入
れ
ま
し
た
。

�

敬
具

令
和
二
年
九
月
吉
日

　
　
　
　
　
　

南
澤
道
人
九
拝

　

第
二
回
目

は
11
月
15

日（
日
）（
写

真
）。
記
念

史
編
纂
の
基

本
的
方
針

や
担
当
者
の

再
確
認
等
の

後
、（
株
）ぎ

よ
う
せ
い
の

担
当
者
か
ら
執
筆
要
綱
の
説
明
を
受

け
た
。続
い
て
令
和
３
年
度
の
委
員

会
日
程
の
確
認
、
担
当
者
別
の
協
議

を
し
て
解
散
。編
纂
事
業
は
漸
く
途

に
就
い
た
。完
成
は
令
和
５
年
上
半

期
の
予
定
。購
入
の
ご
希
望
受
付
等

に
つ
い
て
は
今
後
の
会
報
「
鳩
」や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
逐
次
掲
載
、

連
絡
を
差
し
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

同
窓
会
名
簿
の
作
成
・
頒
布

　

百
周
年
記
念
事
業
の一環
と
し
て
、

「
名
簿
」
の
作
成
に
も
着
手
し
て
お

り
、
そ
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

・
販
売
価
格　
４
、３
０
０
円

・�

令
和
３
年
５
月
住
所
調
査
開
始

・
令
和
４
年
２
月　

販
売
予
定

多
く
の
同
窓
生
に
ご
購
入
い
た
だ
き

た
い
。

・
委
託
会
社

株
式
会
社　

サ
ラ
ト

〒
６
７
０
－
０
９
４
８

兵
庫
県
姫
路
市
北
条
宮
の
町
１
７
２

TEL　
０
７
９
－
２
８
４
－
１
３
８
０

FAX　
０
７
９
－
２
８
５
－
３
０
９
５

創
立
百
周
年
記
念
事
業
工
程
表

【
正
】

瑞
宝
中
綬
章

鳥
羽
榮
治
氏
（
高
11
回
）　

　

上
田
市

　

信
州
大
学
名
誉
教
授

令和 元年 ２年 ３年 ４年 ５年

周年
96 97 98 99 100

上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期 上半期 下半期

事業項目

同窓会館建設 完　　了

100周年史

会員名簿

記念式典

実行委員会

◯�実行委員会に
よる募金活動

記念イベント公募



令和３年３月１日

１　はじめに
　長野県では、令和２年３月３日から臨時休校措置がとられ、この期間中本校では、学
年や文理のコースにより差があるものの、３日間ほどオンライン授業を行った。新聞班で
は、成果や課題を明らかにする目的で、実際に授業を受けた高校２・３年生にアンケート
を実施して、このうち２０９名から回答を得た。
　オンライン授業では、スマートフォン利用が46.4％で、パソコン利用の42.6％を上回った。
２　調査実施時期　

　令和２年７月中旬
３　アンケート結果について

　結果は、図表のとおりで、「あまり理解ができなかった」の理由としては、「通信トラブ
ルで授業が止まり、分かりにくかった。」、「先生が直接生徒の反応を見られないため、理
解しなくても授業が進んでしまった。」などである。

４　考察
　今回の調査で、オンライン授業を評価する声が70％以上ある一方で、対面授業と比較
して「緊張感がなかった」、「みんなで意見が共有できない」、「ノートをとりにくい」などと
いった感想が目立った。
　対面授業を望む声の多いことが明らかになったので、私たちの身近な場所で第２波が起
こり再び休校にならないように、日ごろから一人一人が、手洗い、うがい、人混みの中で
のマスクの着用など、を意識することが大切だ。
アンケートに協力して下さった皆様に感謝したい。
５　先生の感想等

　オンライン授業について好意的に受け止める生徒も多かった一方で、先生方はどのよ
うに感じていたのか。英語科の三石達也先生に伺った。
　在宅学習期間中、英語科では高校２年生を中心にGoogle meetやYouTubeを使い、
教科書の解説や生徒同士が対話する授業を行っていた。英語を学ぶ上でコミュニケー
ションをとることが大切だという考えから、学校で会うことができなくてもクラスメイ
トと会話をする機会をつくろうと、オンライン授業の導入を決めた。
　オンラインで課題提出をすると提出者が自動的に集計され一覧で表示されるため、膨
大な数のプリントを集め、管理する必要がないというメリットもあったという。
　しかし、苦心したことも多かった。「教師側からは画面の向こうで聞いている生徒の顔
が見えない。生徒側からの反応がない中授業を進めると、理解してもらえているのかが
分からなかった」授業の準備にもこれまでの対面型授業と比べ時間がかかったと話す。
YouTubeで配信した10分間の動画を作るために２、３時間。問題を解説する様子をリ
アルタイムで配信する方が準備時間は少なかったそうだが、忙しい日々だったという。
　「課題のデータを送るとき、スマートフォンを使っている人も多かったのでどんな
ファイル形式で送れば読み込めるのか、長い文章は入力しにくいかなどの配慮が難し
かった」とも語った。

屋
高
生
は
、�

�

「
コ
ロ
ナ
」
と
ど
う
対
峙
し
た
か

�

…
…
　
新
聞
版
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

22.5%

6.7%

8.6%
62.2%

27.3%

1.9%
6.2%64.6%

あまり必要なかった（22.5％）
全く必要なかった（6.7％）

大変良かった（8.6％）
まあまあ良かった（62.2％）

あまり理解できなかった（27.3％）
全く理解できなかった（1.9％）

大変よく理解できた（6.2％）
まあまあ理解できた（64.6％）

22.5%

6.7%

8.6%
62.2%

27.3%

1.9%
6.2%64.6%

あまり必要なかった（22.5％）
全く必要なかった（6.7％）

大変良かった（8.6％）
まあまあ良かった（62.2％）

あまり理解できなかった（27.3％）
全く理解できなかった（1.9％）

大変よく理解できた（6.2％）
まあまあ理解できた（64.6％）

オンライン授業を受けてみての
「満足度」209件の回答 同「理解度」

第 74 号　（2）屋代高校同窓会報　「鳩」
　

赤
地
憲
一
同
窓
会
長
様
を
は
じ

め
同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
高
一
貫
４
期
生
を
含
む
73
期

生
が
こ
の
春
卒
業
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
３
月
か
ら
続
い
た
休
校

期
間
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
６
月
か

ら
や
っ
と
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
一
年
で

し
た
。
４
月
５
月
２
ヶ
月
の
休
校

期
間
中
は
課
題
プ
リ
ン
ト
の
配
付

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
で
対
応
し
ま
し
た
が
、

こ
の
間
の
学
び
を
全
て
カ
バ
ー
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

学
校
再
開
後
、
年
間
行
事
計
画
を

見
直
す
こ
と
で
授
業
時
数
を
増
加

し
、
学
び
の
遅
れ
に
対
応
し
て
参

り
ま
し
た
。
各
教
科
科
目
に
お
い

て
は
休
校
期
間
中
の
授
業
時
数
と

在
宅
学
習
の
成
果
と
を
勘
案
し
、

授
業
の
追
加
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

生
徒
会
最
大
の
行
事
で
あ
る
鳩
祭

は
例
年
の
７
月
開
催
４
日
間
実
施

か
ら
変
更
し
８
月
開
催
１
日
限
定

と
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
役
員
を

中
心
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
新
た
な
鳩
祭
の
ス
タ
イ

ル
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
10
月
に

予
定
し
て
い
た
中
学
３
年
生
の
京

都
修
学
旅
行
は
３
月
へ
延
期
、
11

月
予
定
の
高
校
２
年
生
の
沖
縄
修

学
旅
行
は
旅
行
先
の
変
更
も
含
め

て
検
討
し
ま
し
た
が
、
延
期
先
の

日
程
調
整
が
で
き
ず
中
止
と
し
ま

し
た
。班
活
動
で
は
春
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
や
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
発

表
会
等
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
代
替
大
会

等
が
行
わ
れ
、
高
校
３
年
生
に
は

救
い
と
な
り
ま
し
た
。
第
３
波
第

４
波
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く

の
か
、
全
く
予
想
も
で
き
ま
せ
ん

が
、
学
校
で
は
日
常
の
感
染
拡
大

防
止
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
学

び
を
止
め
な
い
よ
う
日
々
諸
活
動

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
当
初
か

ら
予
定
さ
れ
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活

用
の
流
れ
を
一
気
に
加
速
し
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
５
年
先
に
実
現
予

定
で
あ
っ
た
事
柄
が
今
年
度
末
に

は
設
置
を
完
了
し
、
来
年
度
か
ら

活
用
で
き
る
状
況
に
な
り
ま
す
。

校
内
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
の
こ

と
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
県
下

各
高
校
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
へ

の
取
り
組
み
が
進
み
ま
し
た
。
黒

板
と
チ
ョ
ー
ク
だ
け
の
授
業
か
ら

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
へ
の

授
業
改
善
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

課
題
研
究
な
ど
の
探
究
的
な
学
び

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

先
進
的
に
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
環
境
及
び
生

徒
一
人
一
台
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
て
い

る
高
校
で
は
そ
の
成
果
が
表
れ
て

い
ま
す
。今
年
度
末
に
は
県
か
ら
本

校
附
属
中
学
校
に
新
た
に
モ
バ
イ

ル
Ｐ
Ｃ
が
追
加
配
置
さ
れ
、
生
徒

一
人
に
一
台
ず
つ
の
Ｐ
Ｃ
配
置
が

実
現
し
ま
す
（
高
校
は
生
徒
三
人

に
一
台
ず
つ
の
配
置
）。
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ

環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
先
進

的
な
高
校
を
視
察
し
た
結
果
か
ら
、

本
校
で
も
来
年
度
新
入
生
か
ら
、

基
本
的
に
各
自
の
Ｐ
Ｃ
を
持
参
し

入
学
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
課
題
研
究
等
の
探
究
学
習
の

場
だ
け
で
な
く
、
各
教
科
の
授
業

の
中
で
も
各
自
が
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
、

情
報
の
収
集
、
整
理
と
分
析
、
ま

と
め
と
発
表
な
ど
、
各
自
の
ペ
ー

ス
で
ス
ト
レ
ス
な
く
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
学

び
の
成
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

鳩
72
号
で
ご
報
告
し
ま
し
た
本

校
の
学
び
を
体
系
的
に
示
す
３
つ

の
方
針
に
則
り
本
年
度
の
教
育
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
特
に

生
徒
育
成
方
針
に
挙
げ
た
育
て
た

い
８
つ
の
力
に
つ
い
て
は
、
生
徒

の
自
己
評
価
（
３
年
間
ま
た
は
６

年
間
で
成
長
し
た
か
に
つ
い
て
）

も
含
め
て
、
今
年
度
の
振
り
返
り

と
来
年
度
の
課
題
の
設
定
に
向
け

た
指
標
と
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
教
育
課
程
編
成
実
施
方
針
、

生
徒
募
集
方
針
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
後
の
本
校
の
発
展
に
向
け
見
直

し
等
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
今
春

２
７
２
名
の
卒
業
生
が
新
た
に
同

窓
会
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
同
窓
会
の
一
員
と
し

て
母
校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
屋
代
高
校
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の�

�

令
和
２
年
度

学
校
長　

髙　

澤　

邦　

明

母
校
の
現
況

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
囲

碁
部
門
長
野
県
代
表
」
に
も
推

薦
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 

ま
た
将
棋
部
門
で
は
10
月
の
新

人
大
会
で
男
子
団
体
戦
で
３
位

と
な
っ
て
い
る
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
県
新
人
戦

女
子
優
勝
・
全
国
大
会
へ

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
は
、
令
和

２
年
12
月
19
日
に
行
わ
れ
た
県

大
会
新
人
戦
優
勝
決
定
戦
に
お

い
て
、女
子
は
優
勝
、男
子
は
準

優
勝
と
い
う
結
果
を
得
た
。こ
れ

に
よ
っ
て
、女
子
は
令
和
３
年
３

月
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
へ
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

「
我
慢
が
教
え
て
く
れ
た
優
勝
」

�

女
子
主
将　
山
本
愛
美（
２
年
５
組
）

　

昨
年
の
三
月
上
旬
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
が
全
国
に
発
令
さ
れ
、

学
校
が
休
校
に
な
り
、
班
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
休
校
中
の

二
か
月
の
間
、い
つ
学
校
が
再
開

し
て
も
今
ま
で
通
り
動
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は

自
宅
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け

ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
ツ
ー
ル

を
使
い
、効
果
的
な
筋
ト
レ
を
共

有
し
た
り
、
行
っ
た
内
容
を
報

告
し
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
。
仲

間
の
存
在
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
維
持
に
繋
が
り
、
二
か
月
を

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
が
再
開
さ
れ

た
も
の
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
中

止
さ
れ
先
輩
方
は
北
信
大
会
で

の
交
流
試
合
を
最
後
に
、
引
退

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
先
輩

方
の
思
い
を
背
負
い
、
練
習
を

再
開
し
ま
し
た
。

　

迎
え
た
新
人
戦
県
大
会
で
は
、

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
「
守
っ
て

速
攻
」
の
自
分
た
ち
の
プ
レ
ー

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
北
信
越
大
会
へ
の
切
符

を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
勝
利
は
二
か
月
間
我

慢
と
い
う
土
台
が
あ
っ
た
か
ら

生
ま
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
脅
威
は
続
い
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
が
で
き
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
保
護
者
の
方
や

先
生
方
に
感
謝
し
、
結
果
に
慢

心
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に

励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

修
学
旅
行
中
止・鳩
祭
短
縮

　

11
月
10
日
（
火
）
～
12
（
木
）

ま
で
予
定
さ
れ
て
い
た
二
学
年
の

修
学
旅
行
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
。
学
年
で
は
善
後

策
と
し
て
、
他
地
域
へ
の
短
縮
で

の
旅
行
等
も
模
索
し
て
い
た
が
、

こ
れ
も
中
止
と
な
っ
た
。

　

ま
た
鳩
祭
も
一日
限
り
に
短
縮

さ
れ
て
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

実
行
委
員
長
の
清
水
雄
大
君

（
３
年
３
組
）
は
「
全
校
生
徒
や

ス
タ
ッフ
、
応
援
団
な
ど
の
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
の
校
庭
で
の
開
・
閉

会
式
が
一
番
心
に
残
る
。
苦
し
い

中
を
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り

切
っ
た
強
い
精
神
力
は
次
年
度
以

降
も
継
承
し
て
いって
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
（
取
材
・
新
聞
班
）。

俳
句
甲
子
園
県
代
表

四
年
間
で
三
度
目　
文
芸
班

　

本
校
文
芸
班
は
今
年
も
俳
句

甲
子
園
（
全
国
大
会
）
の
県
代

ＳＳＨ（スーパーサイエンス校）　主な研究実績
発　表　部　門 受　賞　名　称、研　究　題　目　等 受　　　賞　　　者

日本地球惑星科学連合（JpGU）
2020

優秀ポスター賞
「地震計記録のデジタル化プロジェクト」

田口晃　千原鋭思　宮澤克彰　八代昌樹
山田有純（以上３－７）

パソコン甲子園2020 プログラミング部門　
本選出場（長野県代表）チーム名「TeamPython」 長﨑 大　伊香賀 太一（以上２－１）

和歌山県データ利活用コンペディション 「ジビエによる観光」　本選出場（12/19） 村田歩佳（１－７）

第10回信州サイエンステクノロ
ジーコンテスト

（科学の甲子園　長野県予選）

総合　準優勝　屋代Ｂチーム 伊藤徳紀、並木皓宣（以上１－１）、中山新（１－４）、竹田美
波、藤井克樹、松山龍紀、村田歩佳（以上１－７）

化学部門　１位　屋代Ａチーム 伊香賀 太一、伊東響希、大河内優希、春日溫之（以上２－１）、
熊木大地、小林環太、三好咲楽（以上２－４）、近藤雄太（２－７）

表
の
権
利
を
勝
ち
取
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
愛

媛
県
松
山
市
で
の
大
会
は
リ

モ
ー
ト
開
催
と
な
っ
た
が
、
小

山
紘
輝
君
（
２
年
１
組
）
の
作

品
「
水
道
水
ぬ
る
き
下
宿
や
冷

奴
」
が
上
位
20
句
の
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。

将
棋
・
囲
碁
班

廣
川
晴
弘
君
（
２
年
７
組
）�

�

北
信
越
大
会
準
優
勝

　

令
和
２
年
12
月
19
・
20
日
に

金
沢
市
で
行
わ
れ
た
「
第
36
回

北
信
越
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権

大
会
」
に
於
い
て
、
廣
川
君
は

男
子
個
人
戦
で
準
優
勝
と
な
り
、

令
和
３
年
３
月
21
日
に
大
阪
府

で
行
わ
れ
る
「
第
15
回
全
国
高

等
学
校
囲
碁
選
抜
大
会
」
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

　

廣
川
君
は
10
月
の
県
大
会
で

３
位
に
な
っ
て
こ
の
北
信
越
大

会
に
駒
を
進
め
た
の
で
あ
り
、

同
時
に
令
和
３
年
８
月
に
和
歌

山
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
45
回

令和２年度全国高校総体・県大会の成績（全国大会は中止）

陸 上

・新人大会　10月２日（金）～10月４日（日）
　�男子100ｍ　�第８位　西原彰人　男子800m　 

第８位　高橋拓己　男子1500ｍ 
第４位　宮島充悠　男子5000ｍ　 
第７位　宮島充悠　

・�駅伝競走大会（男子の部）　11月１日（日）　 
　　　　　　第17位　記録　２時間36分37秒

柔 道 ・�新人大会　 
女子個人　57㎏級　小林芽愛　３位　

剣 道 新人大会　男子団体　２回戦敗退

ソ フ ト テ ニ ス 新人体育大会　　
個人戦　　男子中村・丸山ペア３回戦敗退　県ベスト16

テ ニ ス 男 新人大会　団体戦：準優勝　　　　　
同北信越大会　団体戦：１回戦

テ ニ ス 女 新人体育大会（団体戦）：２位　　　
同北信越大会：１回戦

バ レ ー 女 県大会　　１回戦敗退　新人北信６位　
県大会へ（１月の予定）

ハンドボール男 新人大会　２位　北信越出場（２月開催予定）

ハンドボール女 新人大会優勝　北信越出場（同上）

卓 球 県大会　男子団体　２回戦敗退　　
同シングルス　竹内蒼空　ベスト８（北信越選抜大会出場）

弓 道

新人（男子）
　団体　24射10中　�井口誉心　吉村祥太　中乗優　 

川合寛和
　�個人　中乗優　12射７中　団体個人とも予選落選
新人（女子）
　�団体　24射９中　�小林美優　小林春菜　千村莉佳子　

長島春奈
　個人　12射３中・団体個人とも予選落選

水 泳
新人県大会
男子３名出場　予選通過種目なし　
女子100m背泳ぎ　中村心羽芽　１’13”02　７位入賞

サ ッ カ ー 県大会　県ベスト32、県新人大会　ベスト16

空 手

県新人大会　
　女子団体組手　４位　（北信越大会出場）
　�女子個人形　山本愛都　ベスト８（北信越大会出場）
　女子個人組手�　山本愛都　優勝（軽量級）（北信越大

会出場）、西村夏希　４位（中量級）

野 球 夏季長野大会　１回戦　
秋季北信越野球長野県大会　２回戦

令和２年度　文化班の主な活動結果
吹 奏 楽 班 アンサンブルコンテスト地区大会　　　　サックス四重奏　金賞（県大会出場）、金管八重奏A　金賞（県大会出場）

打楽器五重奏　銀賞、金管八重奏B　銀賞

ギター・マンドリン班 県知事賞（県２位）2021年度全国大会出場権獲得、全国高等学校総合文化祭出場決定（和歌山県）

弦 楽 班
10月　第44回全国高等学校総合文化祭（こうち総文）参加　（録画）
１月　長野県高等学校オーケストラフェスティバル出場　（長野県高等学校選抜オーケストラ）　　
１月　全国高等学校オーケストラフェスタ出場　（長野県高等学校選抜オーケストラ）　（録画）　　

理 化 班 全国高等学校総合文化祭自然科学部門参加（録画）、五井野響太郎（３年４組）文化連盟賞受賞

文 学 班 全国俳句選手権大会（俳句甲子園）北関東信越地区大会１位、全国大会出場　同大会で２年１組小山紘輝が個人賞受賞。
全国総合文化祭文芸専門部俳句部門　県代表として参加（ＷＥＢ）

英 語 班
県高校生即興型英語ディベート大会交流大会　個人：ベストPOI賞２名（小山紘輝、原陽菜）
県高校生英語ディベート大会東北信地区大会　７位、10位
県高校生英語ディベート大会　９位、13位

美 術 班 全国高等学校総合文化祭 WEB SOUBUN　倉又　友一
北信高校美術展　小寺悠月　保坂紗帆　米山由芽（長野県高等学校美術展選抜）

演 劇 班 北信地区演劇合同発表会
　「東京ローズ　－　私の言葉に翼が生えて－ 」　作：郷原　玲、潤色：屋代高校演劇班　　銀賞

将 棋・ 囲 碁 班

県高校将棋大会　男子個人戦Ａ①組　竹本健人　第３位　　　女子個人戦　長谷川梨央　第３位
県高校新人将棋選手権大会　男子団体戦 廣川晴弘、竹本健人、下條裕奨・遠山修生・森下泰聖）第３位
女子個人戦　長谷川梨央　第６位

囲碁新人戦　　　　　　　　　男子個人戦Ａ　廣川晴弘　第３位　和歌山総文祭出場権獲得。
北信越高校囲碁選手権大会　　男子個人戦Ａ　準優勝　全国囲碁選抜大会出場権獲得。

書 道 班 県高校書道展出品　
県総文祭Web開催出場　北信高校書道展出品　
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鳩
陵
会
館
は
、
床
暖
房
の
ほ

か
情
報
関
係
の
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
が

完
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時

節
柄
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
で

先
生
方
や
生
徒
の
皆
さ
ん
に
ご

利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
現
況
を
報
告

し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る�

デ
イ
ベ
イ
ト
コ
ン
テ
ス
ト�

�

（
10
月
21
日
）

理
化
班「
温
泉
グ
ル
ー
プ
」

の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議�

�

（
10
月
21
日
）

　

理
化
班
顧
問
・
清
水
加
奈
先

生
談
「
信
州
大
学
物
質
化
学
科
・

手
嶋
勝
弥
先
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
、
理

化
班
温
泉
グ
ル
ー
プ
は
、
高
山
村

七
味
温
泉
紅
葉
館
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
温
泉
水
を
使
っ
て
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
紅
葉
館
の
温
泉
に

は
70
℃
と
30
℃
の
源
泉
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
透
明
の
お
湯
は
混
ぜ
る

と
炭
の
よ
う
に
黒
く
な
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
10
回
以
上
温
泉
水
の
採

取
・
調
査
を
行
い
、
手
嶋
先
生
の

研
究
室
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
温

泉
水
の
分
析
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
分
析
結
果
や
手
嶋
先
生
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
炭
色

の
湯
が
で
き
る
原
因
の一つ
は
硫
化

鉄
で
は
な
い
か
と
現
段
階
で
は
推

測
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
21
日
は
、校
舎
内
で
オ
ン

判
も
よ
い
。こ
う
い
う
使
い
方
が
で

き
る
会
館
を
用
意
し
て
い
た
だ
い

た
同
窓
会
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

【
写
真
】↓

附
属
中
入
試
日
の�

　
保
護
者
控
室
と
し
て�

�

（
12
月
５
日
）

弦
楽
班
ク
リ
ス
マ
ス�

�
コ
ン
サ
ー
ト（
12
月
21
日
）

同
窓
会
主
催�

　
「
法
律
の
無
料
相
談
会
」�

�

（
11
月
21
日
）

《
新
た
に
千
曲
市
民
も
対
象
に
》

担
当　
副
会
長�

�

　
柳
澤
修
嗣
（
高
28
回
）

　

同
窓
会
会
員
の
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
は
、
６
月
27

日
、
11
月
21
日
、
令
和
３
年
３
月

６
日
と
３
回
実
施
す
る
予
定
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
６
月
27
日
の
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
相
談

会
は
中
止
と
な
り
、
現
時
点
で

は
、
11
月
21
日
に
倉
崎
哲
矢
、
山

崎
典
久
弁
護
士
の
協
力
の
下
実
施

さ
れ
、
同
窓
会
員
と
千
曲
市
民
の

方
２
名
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
同
窓
会
会
員
と
そ

ラ
イ
ン
会
議
を
す
る
予
定
で
し

た
が
、使
用
で
き
な
く
な
り
同
窓

会
の
宮
原
一
治
先
生
に
柔
軟
に

対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。同
窓
会

館
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
信

状
況
も
良
く
、快
適
な
環
境
で
話

し
合
い
が
で
き
、心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。」

柔
道
班
保
護
者
会�

�
（
10
月
25
日
）

文
学
講
座�

《
徳
嵩
先
生
の
文
学
講
座
》�

�

（
11
月
３
日
）

�

滝
沢
敏
子
（
高
34
回
）

　

ち
ょ
う
ど
10
年
前
に
、卒
業
生

を
持
つ
母
親
た
ち
の
要
請
で
始

ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
の

文
学
の
講
座
も
今
年
で
20
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。私
の
よ
う
に
直

接
学
生
の
時
に
先
生
の
授
業
を

受
け
た
者
も
何
人
か
講
座
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
30
名
程
で
す
が
、年
二

回
（
７
月
と
11
月
）の
講
座
に
常

時
参
加
す
る
人
は
10
～
15
名
く

ら
い
。「
古
事
記
」「
源
氏
物
語
」

「
枕
草
子
」「
伊
勢
物
語
と
古
今

集
」「
老
子
」「
芥
川
龍
之
介
」「
夏

目
漱
石
」「
小
林
秀
雄
」「
俳
句
」

「
漢
字
学
」な
ど
幅
広
い
分
野
で

徳
嵩
先
生
の
楽
し
い
語
り
口
調

で
の
講
義
が
魅
力
で
す
。先
生
は

ま
だ
母
校
で
高
３
生
の
古
典
の

授
業
や
受
験
指
導
を
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
父
母
会�

�

（
11
月
７
日
）

　
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
班
顧
問

�

　
山
本
臣
也
（
高
43
回
）

　

班
活
動
を
支
え
て
下
さ
る
父
母

の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、日

頃
の
班
活
動
の
在
り
方
や
学
業
と

の
両
立
、体
調
管
理
、遠
征
や
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
等
の
御
支
援
を
い

た
だ
く
た
め
の
説
明
な
ど
に
年
数

回
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

毎
回
30
名
前
後
の
方
々
に
鳩
陵

ホ
ー
ル
に
集
ま
って
い
た
だ
い
て
い
る

が
、広
く
て
快
適
。父
母
か
ら
の
評

本
尊
は
釈
迦
如
来
・
弥
勒
仏
・
阿

弥
陀
如
来
の
三
世
仏
。
道
元
を
第

一
世
と
す
る
貫
首
は
南
澤
氏
で
第

八
十
世
（
80
代
目
）
と
な
る
。

　

な
お
、
曹
洞
宗
の
管
長
と
は
、

現
在
全
国
に
在
る
１
５
、０
０
０
寺

の
曹
洞
宗
寺
院
を
統
括
し
て
い
る

「
宗
教
法
人
曹
洞
宗
」
の
宗
務
を
管

理
す
る
最
高
責
任
者
で
あ
る
。

❖
埴
生
支
部

支
部
長　
市
川
泉
（
高
14
回
）

　
被
災
地
仮
設
住
宅
へ�

�

表
札
を
贈
る
宮
坂
氏

　

宮
坂
良
夫
氏
（
高
21
回
）
は
エ

ン
ジ
ン
部
品
な
ど
の
木
型
を
作
る

会
社
の
社
長
。
昨
年
７
月
か
ら
、

最
大
震
度
６
弱
だ
っ
た
熊
本
県
の

山
度
（
や
ま
と
）
町
な
ど
の
仮
設

住
宅
に
計
４
１
０
戸
分
の
表
札
を

贈
呈
。
宮
坂
氏
は
11
月
に
表
札
作

支
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

各
支
部
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
百
周
年

に
向
け
て
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等

❖
桑
原
支
部

支
部
長　
宮
崎
一
雄
（
高
20
回
）

南
澤
道
人
禅
師
（
旧
中
18
回
）�

�

大
本
山
永
平
寺
貫
首
に
就
任

　
曹
洞
宗
の
大
本
山
永
平
寺
の
最

高
位
で
あ
る
貫
首
と
宗
教
法
人
曹

洞
宗
の
管
長
に
、
本
校
の
大
先
輩

で
あ
る
元
龍
洞
院
住
職
南
澤
道
人

禅
師
（
93
歳
）
が
、
令
和
２
年
９

月
29
日
に
就
任
さ
れ
た
。
禅
師
は

昭
和
２
年
旧
桑
原
村
生
ま
れ
。
旧

中
学
18
回
卒
の
大
先
輩
で
あ
る
。

　

永
平
寺
は
福
井
県
吉
田
郡
永
平

寺
町
に
あ
り
、
禅
宗
の
一
つ
曹
洞

宗
を
中
国
の
宋
か
ら
伝
え
た
道
元

が
開
祖
。
総
持
寺
と
並
ぶ
日
本
曹

洞
宗
の
中
心
寺
院
（
大
本
山
）
で

あ
る
。
山
号
を
吉
祥
山
と
称
し
、

り
に
協
力
し
て
く
れ
た
友
人
ら
と

熊
本
県
嘉
島
町
に
出
向
き
、
表
札

を
届
け
た
。
こ
の
熱
意
あ
る
行
動

に
対
し
、
熊
本
県
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。

❖
五
加
支
部

支
部
長　
村
山
和
久
（
高
17
回
）

　
瀬
在
幸
安
博
士
の
故
郷

　

瑞
宝
大
綬
章
受
章
・
千
曲
市
名

誉
市
民
第
一
号
の
瀬
在
幸
安
博
士

（
高
１
回
）
は
日
大
医
学
部
を
卒
業

後
に
心
臓
外
科
研
究
の
た
め
ア
メ

リ
カ
に
留
学
。
帰
国
後
、
日
本
で

初
め
て
心
臓
の
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス

手
術
に
成
功
し
、
数
多
く
の
功
績

を
残
し
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
に

は
第
10
代
日
大
総
長
に
就
任
。
３

期
９
年
を
務
め
ら
れ
た
。
平
成
18

年
に
は
瑞
宝
大
綬
章
を
受
章
し
、

平
成
27
年
、
千
曲
市
の
初
代
名
誉

市
民
と
な
ら
れ
た
。
我
が
支
部
の

誇
る
大
先
輩
で
あ
る
。

　

な
お
、
支
部
総
会
は
中
止
。
８

月
11
日
（
土
）
に
支
部
役
員
会
を

開
き
、
各
議
案
は
役
員
会
に
て
承

認
さ
れ
た
。

❖
屋
代
支
部

支
部
長　
清
水
昭
晴
（
高
21
回
）

　
会
館
建
設
寄
付
率
61
％
の
活
動

　

我
が
屋
代
支
部
の
状
況
は
、
現

在
会
員
４
３
２
名
、
う
ち
役
員
幹

事
22
名
の
構
成
。
会
報
配
布
に
合

わ
せ
た
会
費
納
入
訪
問
等
、
対
面

活
動
を
基
本
と
し
て
い
る
。
会
員

の
支
部
へ
の
協
力
度
は
高
く
、
会

費
納
入
率
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

同
窓
会
館
建
設
寄
附
率
は
61
％
に

上
っ
た
。同
窓
会
と
は
、《
屋
代
高
校

と
今
の
自
分
の
立
ち
位
置
》
を
再

認
識
す
る
中
、
Ｗ
ｉ
ｎ
Ｗ
ｉ
ｎ
の

関
係
に
あ
る
、
と
地
元
支
部
な
が

ら
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

な
お
、
同
窓
会
の
活
動
が
鳩
陵

会
館
を
拠
点
と
し
た
、
一
層
地
域

に
開
か
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
祈

念
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
鳩
の
会
」
の
導
入
も
実
効
が

【
要
旨
】

　

屋
代
高
校
で
身
に
付
け
た
英

語
力
が
、
そ
の
後
合
計
７
年
近

く
の
米
・
加
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
の
学
生
生
活
や
研
究
者

生
活
に
極
め
て
役
立
っ
た
。
英

語
学
習
は
、
ウ
ェ
ブ
が
使
え
る

今
や
、
ど
こ
に
い
て
も
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
、
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
、

勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

基
礎
力
は
、
や
は
り
語
彙
数
と

文
法
だ
。
語
彙
数
が
５
０
０
０

語
を
超
え
、
文
法
も
一
通
り
終

え
た
ら
、
興
味
が
あ
る
よ
う
な

内
容
の
文
章
を
、
た
く
さ
ん
読

ん
で
い
く
こ
と
。

　

リ
ス
ニ
ン
グ
能
力
向
上
の
た

め
に
は
、
と
も
か
く
意
味
の
分

か
る
英
文
を
聞
き
ま
く
る
こ
と
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
か
の
ウ
ェ
ブ

で
も
Ｃ
Ｄ
で
も
い
い
の
で
、
聞

き
つ
つ
、
可
能
な
ら
シ
ャ
ド
ー

イ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
、
聞
き
な

が
ら
話
す
発
音
練
習
も
や
っ
て

み
る
こ
と
を
薦
め
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
そ
の
基
礎
力
は
高

校
時
代
に
身
に
つ
け
た
よ
う
に

思
う
。

▼
「
英
語
入
試
改
革
に
思
う
…
…
私
の
英
語
学
習
法
」

関
西
学
院
大
学
教
授
（
国
際
関
係
論
） 　
　
　
　
　

�

櫻
田
大
造　

氏

篠
ノ
井
西
中
出
、
高
校
第
31
回
。
上
智
大
外
国
語
学
部
か

ら
シ
ア
ト
ル
大
、
ト
ロ
ン
ト
大
大
学
院
で
カ
ナ
ダ
外
交
政

策
を
専
攻
さ
れ
、
国
際
関
係
論
が
ご
専
門
で
、
大
阪
大
学

博
士
（
国
際
公
共
政
策
）。
国
連
英
検
特
Ａ
級
、
英
検
１

級
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ 

６
３
７
点
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
）
取
得
。

第
17
回
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
誌
上
）

　
去
る
10
月
17
日
（
土
）
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
「
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
新
型
肺
炎
の
感
染
拡
大
に
よ
り
学
校
と
協
議
の
結
果
、
生
徒
会
誌
『
鳩

陵
』
へ
の
誌
上
開
催
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
は
、
今
年
度
の
大
き
な
話
題
で
あ
る
①
新
型
肺
炎
の
感
染
拡
大
②
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

（
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
問
う
こ
と
を
重
視
し
た
傾
向
へ
の
大
き
な
変
更
）
を
踏
ま
え
、
次
の
お
二
人
。

【
要
旨
】

　

今
な
お
流
行
が
収
束
す
る
見
通

し
が
立
っ
て
い
な
い
、
こ
の
感
染
症

が
厄
介
な
の
は
、「
新
型
」
で
あ

る
故
、
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
感
染
し
て
も
無
症

状
の
こ
と
が
あ
り
、「
見
え
ぬ
感

染
の
進
行
」
が
拡
大
防
止
を
難

し
く
し
て
い
る
。
一
方
、
基
礎
医

学
研
究
者
は
国
内
の
重
症
化
率
の

低
さ
に
着
目
し
、
我
が
国
の
特
殊

事
情
の
機
序
に
迫
ろ
う
と
研
究
を

進
め
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
開
発
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
12
月
、

英
国
で
新
型
肺
炎
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
の
第
一号
が
承
認
さ
れ
、
感
染

拡
大
防
止
の一
手
と
し
て
大
き
な

期
待
が
か
か
っ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

に
は
、
発
症
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
治

療
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

た
ワ
ク
チ
ン
は
、
症
状
を
軽
減
す

る
効
果
が
期
待
さ
れ
、
治
療
ワ
ク

チ
ン
も
重
症
化
を
抑
え
死
亡
率
を

低
下
さ
せ
る
な
ど
の
効
果
が
期
待

で
き
る
。
今
後
、
接
種
後
に
充
分

な
免
疫
が
誘
導
さ
れ
た
か
な
ど
、

長
期
的
な
視
点
で
、
検
証
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
我
々
の
任
務
と
考

え
て
い
る
。

▼「
見
え
ぬ
感
染
症
…
…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
」

国
立
感
染
症
研
究
所
・
主
任
研
究
官 　
　
　
　
　

�

松
岡
佐
織　

氏

篠
ノ
井
西
中
出
、
高
校
第
43
回
。
東
京
医
科
歯
科
大
医
学

部
か
ら
東
京
大
学
大
学
院
で
医
学
博
士
。
２
０
０
９
年

「
米
国
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
会
議
若
手
研
究
者
賞
」
を
受
賞
さ

れ
、主
と
し
て
エ
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
開
発
分
野
で
ご
活
躍
中
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、�

�

鳩
陵
会
館
が
活
況

の
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
屋

代
高
校
が
所
在
す
る
千
曲
市
の
市

民
を
も
相
談
受
付
対
象
と
し
、

社
会
に
も
貢
献
す
る
同
窓
会
活

動
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

相
談
後
、相
談
者
の
皆
さ
ん
は
い

ず
れ
も
晴
々
と
し
た
顔
と
な
って
帰

ら
れ
ま
し
た
。相
談
会
を
実
施
し

て
よ
かっ
た
と
感
じ
た一瞬
で
し
た
。

　

次
年
度
の
予
定
は
別
掲
の
通
り

で
す
。
１
日
あ
た
り
最
大
８
名
ま

で
、
１
人
30
分
程
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
長
野
市
、
千
曲
市
・
上

田
市
で
活
動
す
る
５
名
の
弁
護
士

が
、
手
分
け
し
て
相
談
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
同
窓
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
千
曲
市
報
を
ご

覧
頂
き
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
、�

学
校
休
業
中
の
学
習
の
場�

（
令
和
２
年
12
月
29
日�

�

～
同
３
年
１
月
３
日
）

　

午
前
８
：
30
～
午
後
５
時
ま

で
、
延
べ
１
５
８
名
の
３
年
生

が
熱
心
に
受
験
準
備
に
励
み
ま

し
た
。

３
年
生
・
丸
山
一
樹
君

「I really appreciate w
hat 

you’ve done for us !! 

年
末

年
始
は
、
学
校
は
開
い
て
い

な
い
し
、
家
は
家
族
が
見
て

い
る
テ
レ
ビ
が
う
る
さ
い
の

で
、
温
か
く
集
中
で
き
る
同

窓
会
館
を
開
け
て
下
さ
っ
た

こ
と
は
、
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。お
や
つ
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
ぜ
ひ
、
来
年
も
開

け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。」

Ｓ
Ｓ
Ｈ
生
徒
研
究
成
果�

合
同
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
会�

�

（
２
月
７
日
）

�

（
４
面
に
続
く
）



令和３年３月１日

令
和
２
年
度 

年
会
費（
２
０
０
０
円
）の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆�

未
納
の
方
は
、
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

納
入
方
法　

左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
入
く
だ
さ
い
。

①�

会
報
「
鳩
」
73
号
（
令
和
２
年
８
月
１
日
発
行
）
に
同
封
の
「
払
込

取
扱
票
」
を
使
い
、コ
ン
ビ
ニ
又
は
郵
便
局
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

②�

「
払
込
取
扱
票
」
が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、事
務
局
（
電
話
０
２
６

－
２
７
４
－
３
３
１
０
）
に
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
お
送
り
い
た
し

ま
す
。
郵
便
局
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

③�

郵
便
局
か
ら
直
接
左
記
口
座
に
お
振
込
み
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

郵
便
局
№ 

０
０
５
０
０
－
４
－
１
４
７
１
０

加
入
者
名「
屋
代
高
等
学
校
同
窓
会
」

「
鳩
の
会
」（
母
校
の
教
育
活
動
支
援
）へ
ご
賛
助
の
お
願
い

郵
便
局　
　

№ 

０
０
５
７
０ 

－ 

０ 

－ 

４
４
０
２
０

加
入
者
名
「
鳩
の
会
」

※�

同
窓
会
事
務
局
（
☎
０
２
６
－
２
７
４
－
３
３
１
０
）
に
ご
一
報
い
た

だ
け
れ
ば
「
払
込
取
扱
票
」
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

住
所
変
更
な
ど
の
お
願
い

転
居
や
結
婚
な
ど
で
住
所
変
更
や
改
姓
さ
れ
た
方
、
ご
逝
去

さ
れ
た
会
員
の
ご
遺
族
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
同
窓
会
事

務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
平
日
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
５

字
30
分
の
間
在
局
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
問
合
せ
・
変
更
」
か
ら
も
連
絡
い
た
だ
け
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

第 74 号　（4）屋代高校同窓会報　「鳩」

ゴルフで親睦千曲鳩会　10万円のご寄付
　今シーズンはコロナ禍の影響もあり、最初のコンペは若干出足が芳しくなかったもの
の、年８回開催し、延べ243名の参加がありました。
　先輩後輩の垣根は無く、勿論遠慮や忖度も誰も致しません。「下手な横好き」の集まり
の典型ですが、ゴルフ愛好の皆さん、是非参加してみては如何でしょうか。
　総会には赤地会長のご出席をいただきながら、来シーズンの再会を期しました。　
� 千曲鳩会会長　矢澤　修（高13回）

回 開催日 優勝 卒業 準優勝 卒業 ３位 卒業

第143回 ４月28日 竹内　健二 14 竹下　公丈 11 山﨑　好文 16

第144回 ５月28日 久保田俊彦 18 村上　　巖 11 柳澤　一郎 10

第145回 ６月18日 村松　正彦 ９ 塚本　勝司 15 中村　大三 19

第146回 ７月28日 北澤　　紀 11 春原　正弘 ９ 甘利　暢宏 ９

第147回 ８月28日 川浦　　隆 13 小林　　武 16 長坂　善光 ９

第148回 ９月28日 中村　　博 ９ 大日方邦弘 14 渡辺　一正 ７

第149回 10月８日 悪　天　候　の　た　め、中　止

第150回 10月28日 加藤　芳孝 16 加藤　高志 11 滝澤　　充 11

第151回 11月９日 春原　正弘 ９ 加藤　芳孝 16 米沢　暉夫 15

書
籍
・
寄
贈
絵
画
の
紹
介

山
寺
邦
夫
（
邦
道
）（
高
14
回
）

「
死
へ
の
準
備
」

　

著
者
は
松
代
町
の
出
身
。
幕

末
の
松
代
三
山
の
一
人
、
山
寺

常
山
の
末
裔
で
あ
り
、
現
在
は

千
葉
県
船
橋
市
に
あ
る
曹
洞
宗

静
寿
庵
の
僧
侶
で
あ
る
。
本
書

は
二
部
構
成
。
第
一
部
は
「
死

に
つ
い
て
」「
臨
死
体
験
」「
人

生
の
意
味
と
目
的
」
等
の
考
察

で
あ
っ
て
、
難
解
な
部
分
も
あ

る
。
第
二
部
は
、「
戒
名
授
与
」

と
「
葬
儀
に
つ
い
て
」。
各
宗
派

に
亘
っ
て
細
か
く
説
明
し
て
あ

り
分
か
り
や
す
い
。
終
活
へ
の

標
と
な
る
一
冊
で
あ
る
。

�

（
相
談
役　

徳
嵩
芳
夫
）

寄
贈　
松
本
邦
秀
氏（
高
22
回
）

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

長
野
市
生
ま
れ
。
美
術
家
と
し

て
活
躍
中
。
山
ノ
内
町
在
住
。

　

世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
泥
沼
に

引
き
ず
り
込
ま
れ
て
か
ら
ほ
ぼ
一
年

が
経
っ
た
。「
も
う
か
つ
て
の
生
活
に

は
戻
れ
な
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
▼

手
洗
い
や
消
毒
も
当
た
り
前
に
な

り
、
マ
ス
ク
無
し
で
自
由
に
飲
み
食
い

し
喋
り
得
た
日
常
も
、「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
下
に
過
去
の
も
の
と
な
っ

た
。
二
度
の
緊
急
事
態
宣
言
の
後
、

生
活
は
一
層
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
▼
新

型
コ
ロ
ナ
は
や
が
て
収
束
し
て
い
く
だ

ろ
う
が
、
我
々
は
こ
の
未
曽
有
の
経

験
を
ど
う
活
か
し
て
行
く
の
か
。
政

治
、
経
済
、
文
化
、
教
育
等
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
新
た
な
在
り
方
を
模
索

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
▼
「
魂
の
故

郷
」
は
こ
の
地
に
学
ん
だ
全
て
の
者
の

《
原
点
》
で
あ
って
、
単
な
る
回
顧
の

材
料
で
は
な
い
。「
魂
の
故
郷
」
で

培
っ
た
力
を
世
界
に
示
し
、新
た
な
る

「
屋
代
」
の
在
り
方
を
展
望
す
る
力

と
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

編
集
委
員

�

徳
嵩　

芳
夫
（
高
19
回
）

�

吉
川　

正
徳
（
高
22
回
）

�

宮
原　

一
治
（
高
25
回
）

�

中
宮
由
紀
子
（
高
40
回
）

◇
鳩
の
目
◇

上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
受
け
止
め

て
い
る
。
法
人
と
は
「
法
の
下
に

人
格
を
与
え
ら
れ
た
社
団
」
で
あ

り
、「
利
益
を
出
し
て
も
よ
い
が
配

当
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
精
神
を
活

か
し
た
更
な
る
活
動
の
飛
躍
を
期

待
し
た
い
。

◆

　

百
周
年
に
向
け
て
は
次
の
よ
う

な
企
画
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ア�

記
念
誌
ま
た
は
記
念
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
記
念
品
を
会
報
と
共

に
配
布
。

イ�

母
校
へ
の
記
念
植
樹
、
ま
た
は

記
念
品
の
贈
呈
。

ウ�

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
朱
紫
令
真
さ

ん
の
観
劇
ツ
ア
ー
企
画
、
ま
た

は
講
演
会
。

❖
松
代
支
部

支
部
長　
窪
田
広
夫
（
高
20
回
）

会
員
減
少・若
い
会
員
勧
誘
に
苦
慮

　

３
月
、
８
月
に
会
報
「
鳩
」
の

配
布
、
会
費
の
徴
収
。
今
年
は
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

本
会
の
総
会
同
様
に
役
員
会
の
承

認
を
も
っ
て
総
会
と
し
ま
し
た
。

会
員
の
減
少
は
、
会
員
の
高
齢
化

の
為
自
然
減
と
な
る
事
は
し
ょ
う

が
な
い
こ
と
で
す
が
、
新
し
く
若

い
会
員
を
勧
誘
す
る
こ
と
は
な
か

な
か
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

百
周
年
に
向
け
て
は
百
年
史
の

作
成
、後
輩
の
学
習
環
境
の
整
備
、

ク
ラ
ブ
活
動
等
へ
の
補
助
を
強
化

し
て
ほ
し
い
。

❖
塩
崎
支
部

支
部
長　
清
水
信
孟
（
高
14
回
）

支
部
総
会
中
止
、
メ
ー
ル
審
議

　

本
会
の
支
部
長
会
、
総
会
の
中

止
に
準
じ
、
当
支
部
で
も
支
部
総

会
は
中
止
と
し
、三
役
に
よ
る
メ
ー

ル
審
議
を
経
て
、「
令
和
１
年

（
２
０
１
９
年
）
度
報
告
、
令
和
２

年
（
２
０
２
０
年
）
度
事
業
計
画
」

を
作
成
し
、
８
月
の
会
報
と
同
時

に
配
布
し
、
本
年
度
の
支
部
総
会

に
代
替
え
の
お
願
い
を
い
た
し
ま

し
た
。

⑴
報
告
の
概
要

・
本
会
状
況
報
告

・
支
部
状
況
報
告

⑵�　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
、
会

計
報
告

⑶�　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て

①
事
業
計
画

・�

本
会
事
業
（
会
議
）
へ
の

参
加
、支
部
会
員
の
増
強
、

そ
の
他

②�

令
和
２
年
度
塩
崎
支
部
役
員

に
つ
い
て

・
三
役
、
顧
問
―
留
任

・
区
幹
事
―
一
部
変
更

③
そ
の
他

❖
川
中
島
支
部

支
部
長　
池
田
哲
彦
（
高
17
回
）

会
員
減
少
・
若
年
層
の
未
加
入

　

�

今
後
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施

　

川
中
島
町
に
は
、
中
津
・
御
厨
・

川
中
島
の
三
支
部
が
あ
り
、
そ
の

一
角
「
御
厨
支
部
」
が
最
近
休
止

に
追
い
込
ま
れ
た
、
と
の
話
を
聞

き
ま
し
た
。
私
ど
も
川
中
島
支
部

に
お
い
て
は
、
平
成
23
年
に
は

２
３
５
名
の
会
員
を
有
し
て
居
り

ま
し
た
が
、
高
齢
化
に
伴
い
年
々

減
少
し
、
令
和
１
年
に
は
１
８
０

名
と
、
実
に
55
名
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
若
い
世
代
や
女
性

の
加
入
者
が
少
な
い
こ
と
、
役
員

の
な
り
手
確
保
が
厳
し
い
等
の
現

状
に
、
強
い
危
機
感
を
覚
え
て
お

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
べ
く
、

支
部
活
動
の
在
り
方
、
充
実
を
図

る
た
め
広
く
会
員
の
声
を
聞
こ
う

と
、
３
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
54
名
か
ら
回
答
（
回

収
率
30
％
）
を
得
、
三
役
・
幹
事

合
同
会
議
等
で
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
て
、
10
月
に
そ
の
要
約

報
告
を
し
ま
し
た
。
同
時
に
本
来

11
月
に
開
催
予
定
の
第
24
回
通
常

総
会
を
中
止
（
新
型
コ
ロ
ナ
の
た

め
）
し
、
三
役
・
幹
事
合
同
会
に

代
え
る
旨
の
通
知
を
し
ま
し
た
。

（
資
料
添
え
て
）

　

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
研
究
・

検
討
）
を
含
め
、
本
部
の
広
報
の

支
援
な
ど
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、

加
入
会
員
の
増
加
対
策
、
更
な
る

支
部
活
動
の
充
実
に
努
め
る
所
存

で
す
。

　

百
周
年
に
つ
い
て
は
部
・
班
等

サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
会
を
希
望

し
た
い
。

❖�

第
67
回
同
窓
会�
�

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

実
施
日
：
９
月
17
日（
木
）

会　

場
：
南
長
野
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

参
加
者
：
27
名

優
勝　
　

清
水
佑
一
（
高
４
回
）

準
優
勝　

村
上　

巖
（
高
11
回
）

３
位　
　

小
林　

武
（
高
16
回
）

【
連
絡
】

第
68
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

令
和
３
年
５
月
13
日
（
木
）

　

南
長
野
ゴ
ル
フ
俱
楽
部

　

長
野
市
大
岡
中
牧
２
７
４
の
１

　

☎
０
２
６
・２
６
６
・２
０
０
０

同
窓
会
定
期
総
会
の 

�

お
知
ら
せ
（
予
定
）

・
期
日
：

　

令
和
３
年
５
月
29
日（
土
）

・
時
間
：
午
後
３
時

・
場
所
：
鳩
陵
会
館

会
員
訃
報
（
敬
称
略
）　
　
令
和
３
年
２
月
９
日
現
在

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
す
。

宮
林　

貞
司（
中
14
）�

平
成
30
年
７
月
30
日

石
坂　

忠
一（
中
15
）�

令
和
２
年
９
月　
　

柳
沢　

穂
積（
中
16
）�

令
和
２
年
８
月
26
日

吉
原　

一
正（
中
16
）�

平
成
30
年　
　
　
　

小
野　
　

定（
中
17
）�

令
和
元
年
10
月
10
日

西
村　

貴
廣（
中
17
）�

令
和
２
年
８
月
３
日

横
関　

哲
二（
中
17
）�

平
成
21
年
１
月
15
日

吉
田　

隆
蔵（
中
19
）�

平
成
30
年
１
月
17
日

清
水　

勝
郎（
中
20
）�

令
和
２
年
２
月　
　

西
澤　

光
一（
中
20
）�

令
和
元
年
10
月
17
日

柳
沢　

正
治（
中
20
）�

令
和
２
年
８
月
23
日

樋
口　

徳
治（
中
21
）�

令
和
元
年
７
月
11
日

近
藤　

治
雄（
中
22
）�

令
和
２
年
10
月
13
日

渡
辺　

稔（
併
中
１
）�

令
和
２
年
11
月
１
日

唐
木　

春
躬（
高
１
）�

令
和
２
年
11
月
６
日

山
岸　

三
郎（
高
１
）�

令
和
２
年
８
月
22
日

伊
藤　
　

一（
高
２
）�

令
和
２
年
９
月
25
日

今
井　

康
裕（
高
２
）�

令
和
２
年
８
月
17
日

田
中　
　

榮（
高
２
）�

令
和
２
年
４
月
27
日

野
澤　

昌
壽（
高
２
）�

令
和
２
年
６
月
26
日

斎
藤　

武
夫（
高
３
）�

※　
　
　
　
　

酒
井　

貞
之（
高
３
）�

令
和
２
年
12
月
11
日

宮
坂　

正
明（
高
５
）�

令
和
３
年
２
月
７
日

宮
本　

武
雄（
高
５
）�

令
和
２
年
５
月
11
日

宇
都
宮
郁
夫（
高
６
）�

令
和
２
年
７
月
５
日

岡
澤
今
朝
仁（
高
６
）�

令
和
２
年
８
月
14
日

宮
沢　

信
夫（
高
６
）�

※　
　
　
　
　

池
田　

定
夫（
高
７
）�

令
和
３
年
１
月
９
日

木
内　

和
夫（
高
７
）�

令
和
元
年
５
月
15
日

田
中　

賢
一（
高
７
）�

令
和
２
年
１
月
３
日

清
水　
　

勉（
高
７
）�

令
和
２
年
８
月
６
日

東
井　

隆
志（
高
７
）�

令
和
２
年
４
月
30
日

松
林　

芳
郎（
高
７
）�

令
和
２
年
１
月
23
日

宮
坂　
　

忠（
高
７
）�

令
和
３
年
２
月
５
日

池
田　

伸
一（
高
８
）�

平
成
31
年
４
月
３
日

長
坂　
　

實（
高
８
）�

令
和
２
年
６
月
26
日

芳
川　
　

宏（
高
８
）�

令
和
２
年
３
月
28
日

安
倍　
　

勉（
高
10
）�

令
和
２
年
３
月
14
日

塚
田
恵
美
子（
高
11
）�

令
和
２
年
10
月
11
日

清
水　
　

毅（
高
13
）�

令
和
元
年
７
月
１
日

宮
入　

圭
一（
高
14
）�

令
和
２
年
12
月
12
日

大
日
方
佑
二（
高
15
）�

※　
　
　
　
　

金
沢　

寛
司（
高
15
）�

令
和
２
年
11
月
15
日

小
林　

孝
男（
高
16
）�

令
和
２
年
３
月
10
日

宮
川　
　

勝（
高
16
）�

令
和
元
年
11
月
16
日

丸
田　

康
夫（
高
16
）�

平
成
28
年
３
月
７
日

小
野　

重
美（
高
17
）�

令
和
３
年
１
月
３
日

小
山　
　

明（
高
17
）�

令
和
３
年
２
月
９
日

杵
淵　

隆
司（
高
18
）�

令
和
２
年
12
月
８
日

近
藤　

茂
喜（
高
19
）�

令
和
２
年
12
月
24
日

斎
藤　

繁
夫（
高
20
）�

令
和
元
年
12
月
26
日

竹
村　

憲
治（
高
21
）�

令
和
２
年
11
月
27
日

伊
藤　

隆
徳（
高
23
）�

令
和
２
年
１
月
24
日

塩
野
入
義
人（
高
25
）�

令
和
２
年
９
月
８
日

中
村　

幸
綾（
高
47
）�

令
和
２
年
12
月
29
日

（
ご
遺
族
・
同
期
生
・
支
部
の
方
々
か
ら
の
ご
連
絡
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
※
は
調
査
中
の
も
の
で
す
。）

結婚支援事業 
　「マリーメイト鳩の会」予定
第１回　５／16（日）　
第２回　９／26（日）
第３回　令和４年２／13（日）
【申込方法・お問い合わせ】　
同窓会ホームページをご覧いただくか、同窓会事務局（☎026－274－
3310、平日午後２時～５時）までお問い合わせください。

【申込期間】　開催日の２週間前まで

会場：同窓会館「鳩陵ホール」
時間：午後１時30分～３時30分

「無料法律相談会」のお知らせ
第１回　６／26（土）
第２回　11／20（土）
第３回　令和４年 ３／５（土）
【申込先】　�屋代高等学校同窓会事務局�

（電話）026－274－3310
【受付期間】
　�各開催日の４週間前～１週間前までの間の平日午後２時～４時。電話のみ
の対応です。なお、定員になり次第受付終了となります。

※�詳細はホームページでご覧いただけます。

会場：同窓会館「鳩陵会館」
時間：午前10時～12時

剣
道
班
Ｏ
Ｂ
会
（
会
長　

前

嶋　

功
氏
）（
高
26
回
）
よ
り

ご
寄
付
三
万
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
事
務
局
長
に 

　

宮
原
一
治
氏
（
高
25
回
）

　

徳
永
次
男
事
務
局
長
に
代
わ
っ

て
、
昨
９
月
半
ば
よ
り
宮
原
一
治

相
談
役
が
事
務
局
長
に
、
徳
永
次

男
事
務
局
長
が
相
談
役
に
な
り
ま

し
た
。

（
３
面
か
ら
）


